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●●●編集後記
▶今月号の特集は2016年春の第75回日本医学放射線学会総会で画
像診断医と放射線治療医によるコラボレーションのひとつとして企画され
た同名のシンポジウムを誌上再録しています。画像診断医，脳神経外科
医，放射線治療医それぞれの立場から，悪性脳腫瘍の治療における画像
診断のあり方について詳細に述べられています。悪性神経膠腫ではMRI
で計測した最小 ADC（見かけの拡散係数）やγCBV（相対的脳血液
量）が悪性度評価や予後予測に役立ち，放射線壊死と再発の鑑別診断
においても有用である（平井論文）。造影剤を用いない intravoxel inco-
herent motion（IVIM）画像では，灌流成分の体積率（f 値）や灌流に
よる疑似的な拡散係数（D＊）が脳血液量や脳血流量の予測を介して組
織型診断，悪性度評価や治療後の放射線壊死と再発の鑑別に利用でき
る。また，chemical exchange saturation transfer（CEST）画像はア
ミド基をもつタンパク質やペプチドを生体組織内で検出し，神経膠腫の悪
性度や治療効果の判定に期待が寄せられている（吉浦論文）。PET で
は 18F‒Fluorodeoxyglucose（FDG），13C‒methionine（MET），18F‒
fluoromisonidazole（FMISO）の三種類の組み合わせで組織型診断，
病変内での悪性部位の検出，薬物維持療法の終了時期の決定や，放射
線壊死と再発の鑑別に役立てる（山口論文）。特にメチオニン‒PET は
視認性が高く，代謝機能評価に有用であるが，上衣系や乏突起細胞系
は星細胞系腫瘍に比べ集積が高くなるなど異なる由来母細胞間での違
いがあり，悪性度評価は慎重にすべきであるという（松尾論文）。重粒子
線治療を用いた臨床試験では，メチオニンの集積範囲が治療計画用
MRI の標的を逸脱する症例で予後不良である。ただし，標的内の集積が
無い部位を照射から外す妥当性についてのエビデンスはまだ無い（小藤
論文）。悪性脳腫瘍の放射線治療を行う際に，画像診断をどのように利
用したらいいのか？ これを機会に，ぜひ現状を押さえて下さい。
▶毎回，同じ思いを開陳して申し訳ございませんが，くどくても記します。投
稿や症例を大切にする「臨床放射線」は特異な編集方針をもつ稀有な
雑誌であり，今後も皆様の活発なご投稿によって一緒に盛り立てて頂け
ればと切に願います。
 森　墾
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